仏教における介護の思想（承前）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田路 慧
１．菩薩道―介護福祉士の歩むべき道（続）
　布施波羅蜜の対象，布施を受ける人々は「福田」と呼ばれる。すなわちそれは「利他の善き種を蒔けば覚りという幸福の果実が実り収穫できる田」という意味である。利他行が福田において覚り（人格の完成）という幸福・自利をもたらすので，まさに利他即自利，自利利他円満である。　　この福田思想においては施者（自己）よりも受者（他者）に重点が置かれ，受者が施者の幸福の源泉であるから，「私がしてやる」のではなくて「させていただく」，「受者（相手・被提供者）あっての私（施者・提供者）」という自他不二（空・無我）の智慧が発現しているのである。
　仏陀や出家修行者とその教団，恩師や父母，困窮孤独者，老病者などが福田とみなされ，それぞれ「敬田」「恩田」「悲田・貧窮田・苦田」「看病福田」と呼ばれ，特に「看病福田は第一の福田なり」（『梵網経』巻下）といわれ，悲田院，施薬院，療病院などの貧窮孤独者や老病者のための福祉施設が菩薩（仏道修行者）たちによって各地に造られた。
　『福田経』など多くの仏典に説かれる福田思想は受者（被提供者・利用者）本位の介護福祉サービスのあり方を示すものであり，老人や病人，障害者などの要介護者たちは，まさに「介護福田」ということができるであろう。
仏・菩薩の使命は抜苦与楽の慈悲の実践による「衆生済度」すなわち生けるものを迷いと苦悩の此岸（境遇）より救済し，さとりと安楽の彼岸（境涯）に渡すことであるが，それは経典に「生死の苦を抜き，無為（自由と安らぎ）の安きに昇らしむ」「福徳・度世・長寿・安楽の道を得しめん」「無数の衆生を教化安立して無上正真の道に住せしむ」「仏の正道に安立せしめる」（『仏説無量寿経』）と述べられているように，ただ苦悩や困難を取り除き安楽を与えるだけでなく，「道」が協調されているように，覚りの世界（涅槃・心の自由と平安）への道に導くこと，無上正真の道・仏道を歩んでいこうという生き方を体得実践させること，すなわち菩薩道を行い仏陀になろうという生きがいを持たせることである。人間というものはどんなに経済的に恵まれ何不自由の無い安定した生活をしていても生きがいがなく自分の存在に意味と価値が見出せないと空虚感にさいなまれかえって不安や苦悩が深まるもので，貧しく苦難の中にあっても生きがいがあれば楽しく生き生きと生きることができるものである。北欧の福祉先進国において老人の自殺が多いのは精神的な問題，生きがいの問題があるのではなかろうか。
援助・介助おいては，経済的な援助，肉体的な介助，施設制度による社会的援助ももちろん重要であるが，被援助者が自分の存在に意味と価値を見出し生きがいと喜びを感じるような精神的援助や介護もよりいっそう重要である。ただ介護されながら死を待たれるだけの存在としてだけ扱うのではなく，被介護者の知的好奇心や探究心・求道心（菩提心）を目覚めさせ開発し，精神的に豊かで満ち足りた生活ができるように働きかける援助や介護が必要である。そのためには被介護者の自発性や主体性や自立心を尊重し，人権と人格を持った人間として対応しなければならない。　　さらに援助者・介護者自身が自ら菩提心・求道心を起こして心を磨き常に精神的向上（成仏・人格の完成）を目指して無上正真の道を歩むよう日夜努力することが必要である。ここに福祉事業従事者養成教育における哲学・倫理学・宗教学等こころ・精神に関する学問の学習の意義があるということができよう。また精神的な援助・介護においては精神的なコミュニケーション・対話がとく重要である。コミュニケーション能力の向上を目指して絶えず努力することも必要であろう。
菩薩自身も「不住涅槃」といって自分は涅槃に入って安楽な生活ができても，苦悩する衆生のいる限り衆生とともに苦しみ同道・同行し済度しようと努め，そこに生きがいを見出すのである。「衆生病むがゆえにわれも病む」（『維摩経』）「解脱の味ひとり飲まず。安楽の果ひとり証せず」（伝教大師最澄『願文』）。さらに「自未得度先度他（自分はまだ幸福になれなくてもまず人を幸福にする）」（道元）と言われるゆえんである。
慈悲の実践において特に注意すべきことは，感情的な同情や憐憫の情によってやみくもに援助するのではなく，正見と正思，智慧によって現実認識と状況判断を正しく行い，相手の主体性や自尊心を重んじ，自立心と向上心・意欲を損なわないように適切に援助や介助を行うことが大切である。智慧に導かれない慈悲の実践は相手の心や立場を無視した同情や哀れみの言葉で心を傷つけたり，思い上がった慈善の押し付けや慈善を装った偽善に堕したり，偏愛やえこひいきの差別を生んだり，自己満足による自己礼賛に終わってしまうのである。不適切な慈善の実践・援助や介助，偏愛・過保護・過干渉は相手の意欲を奪い，依存心や甘えを強め，自立心や向上心を阻害していわゆる「慈悲魔」と化して相手を支配し堕落させかえって不幸にしてしまうのである。「頑固でずるがしこく扱いにくい者には厳しい言葉をもってたしなめ，気が弱く落ち込みやすい者には優しい言葉や態度をもって接する。慈悲心は平等でなければならないが，相手・時・所・場合を認識し状況に応じて適切な方法を用いることが重要である。」（龍樹『大智度論』巻第九，現代語訳筆者）といわれるゆえんである。
２．清浄仏国土の建設―福祉国家の実現

慈悲の実践も個人や団体がどんなに努力してもその範囲や効果には限界がある。さらに個人がどんなにより善く
幸せに生きようと努力しても，戦争や公害，失業や増税，疾病や傷害，事故や災害，犯罪や不当な差別など，個人の力ではどうにもならないことある。むしろ個人の苦難や不幸の原因は自然・国家や社会・組織・集団にある場合の方が多いということができるであろう。
『大般涅槃経』に「一切衆生は，現在において，環境・時節・土地・人民によって，苦を受け，樂を受ける。この故に，私（如来）は，一切衆生はかならずしもことごとく本人の業（行為）のみによって苦楽を受けるのではないと説く」（「僑陳如品」第25）と述べられているように，個人の幸・不幸の鍵は自然・環境・国家社会にあるのである。一切衆生の幸福なくして個人の幸福はありえない。個人の幸福は，一人一人の個人の幸福を平等に保証する国家社会の建設によってのみ実現されうる。一切衆生を済度する慈悲行は人々が安心して幸せに生活できる国家社会の建設によってこそ達成することができるのである。かくて菩薩にとって「清浄仏国土（真実の清らかな心を持った目覚めた人・仏たちで作る生けるもの全てが幸福な国家社会）」の建設が究極の理想となる。このように個人の幸福の実現は安心して生活でき，生まれ，老い，病み，障害をもち，死ぬことのできる浄土・福祉国家の建設によって享受することができるのである。個々人の幸福追求の努力は先ずもって清浄仏国土・福祉国家実現へと向かうべきである。また個人による福祉活動も福祉国家においてこそより生きたものとなるということができるであろう。
『仏説無量寿経』において「極楽浄土（原語Sukhavati幸いあるところ）」建設を誓願し実現したとされる法蔵菩薩は大乗菩薩道の象徴ということができよう。法蔵菩薩は
「私が仏となったならば，私の建設する仏国土は他に比べものの無い第一の国土にしよう。その国民は他に優れてすばらしく，仏道修行（人間形成）の道場は他より超絶しており，国は涅槃のように自由で平和で安穏であること，他に並ぶもののない優れたものにしよう。私は生きとし生けるものを慈しみ哀れみ，すべてを済度し，苦悩より解脱せしめ涅槃の楽しみを得させよう。十方より訪ね来る人々の心は喜びに満ち清浄になって，わが国にいたれば快く楽しく安らかに暮らすことができるようにしよう」（『仏説無量寿経』現代語訳筆者）と極楽浄土建設を誓願している。
極楽浄土の具体像は法蔵菩薩の「四十八願」によって表わされているが，その要点を現代的に翻案して示すならば，衣食住の充足，生活必需品の完備，生活環境の整備，交通通信の発達，学問教育等文化の発展，障害の無い健康な精神と肉体の保持，老幼男女貧富家柄人種等の不当な差別の廃止，国民の道徳的成長，国民全員の人間としてのさとりの完成（成仏）が挙げられている。これらの国家の理想には『仏説無量寿経』を生み出した人々の願いが込められているが，現代でもそのままわれわれの目標でもあるということができよう。すべての生けるものが安らかに生活できる智慧と慈悲に満ちた極楽浄土こそ，われわれが目指すべき福祉国家の理想像であろう。福祉事業は腐敗堕落した利己的な権力亡者の政治家による国家の悪政を尻拭いや糊塗するものではあってはならないのである。
人間の内なる無差別平等の人間性（仏性）を尊重し自覚させることによって国土を清浄にしようと実践した菩薩の象徴として「常不軽（じょうふぎょう）菩薩」が挙げられよう。『法華経』には常不軽菩薩の菩薩行が次のように述べられている。
「かつて世が乱れた時，『常不軽』と呼ばれる一人の菩薩がいた。なぜ常不軽と呼ばれるようになったかといえば，この菩薩はおよそ見かけるすべての人々をことごとく礼拝賛嘆して，こう言ったからである。『私は深くあなた方を尊敬します。常に軽んじたりあなどったりしません。なぜなら，あなた方はみな菩薩の道を実践して，まさに仏（覚者）と成ることができるからです』
しかもこの菩薩は経典を読むなどの修行はしないで，もっぱら人々を礼拝する行をなすだけであった。遠くにいる人々を見かけても近くまで行って礼拝賛嘆して『私は常にあなた方を軽んじたりいたしません。あなた方は皆まさに仏となるべき方だからです』と言い続けたのである。人々はこの言葉を聞いてかえって気味悪がり，逆に怒り，軽蔑して，ののしり，はては石を投げたり棒で打ったりした。しかし，この菩薩はどのような仕打ちをされようとも『私は常にあなた方を軽んじません。あなた方はまさに仏となるでしょう』と唱え，礼拝賛嘆し続けたのである。それで人々はこの菩薩を『常不軽』と呼ぶようになったのである。やがてこの菩薩は人々の仏性礼拝の行によって仏となったが，人々も次第にこの菩薩を理解し，信服し，随順するようになった」（『妙法蓮華経』巻第七「常不軽菩薩品」）
すべての生けるものの仏性は同一にして無差別平等である（『大般涅槃経』）が，その顕われ方は多様である。重度の障害者にも認知症の高齢者にも仏性がある。どのような状況にある人の仏性も軽んじてはならない。常不軽菩薩の仏性崇拝の心は，福祉・医療・教育に携わろうとする者の身につけるべき心情の原点であろう。法然上人の言葉に「十即十生，百即百生」（法然『和語灯録』巻第二）とあるように十人おれば十人，百人おれば百人ながらそれぞれに個性と状態に応じて仏性を発現できるように援助すべきであろう。われわれも国民一人一人の仏性（人間性と個性）が重んじられ，それぞれに存分に発現することのできる福祉施設・制度の整備された福祉国家の建設をめざすべきであろう。

3． .菩薩道―仏教的介護福祉の実例
菩薩道に基づく慈悲の実践・仏教福祉事業がどのように行われたか，その実際を見てみよう。

　仏祖釈尊の45年にわたる活動そのものが苦悩し悲しむものへの精神的介護そのものであり，僧伽（サンガ）と呼ばれる教団そのものが苦悩するものの避難所・安息所（ヴィハーラ）でもあった。釈尊の直弟子たちの詞華集『長老偈』『長老尼偈』には釈尊の下において救われ心の安らぎと生きがいを得た弟子たちの詩句を数多くみることができる。
仏典には釈尊が老い病んだ修行者を大切に介護するように説き，自ら病者を見舞い，看護や介護をされたことが述べられている。

　「すべての疾病の人を見たならば仏にするように供養せよ。八福田の中で看病福田は第一の福田なり。父母や師や仲間たちの中に病苦の者や障害を持った者あれば必ず皆養い支えなければならない」（『梵網経』巻下，抄意訳筆者以下同）
　「誰にも看病されることなく糞尿の中にひとり臥している病気の弟子を，釈尊は見舞い，助け起こして，身体を洗い清め，衣服も洗濯して乾かし，部屋も清掃し，新しい干草を敷いてその上に寝かせ，一衣をもって覆い，お帰りになった。そして弟子たちを集め，『病気の者は必ず看病すべきである。私に供養しようと思うならば先ず病人に供養すべきである』と説かれ，次のような看病の心得を示された。１，病人の食べられるものを聞き，食すべきものを与えよ。２，病人の大小便，嘔吐物，唾痰を嫌い避けてはならない。３，慈悲の心をもって接しなければならない。４，湯や薬などをととのえるとともに死のことについても配慮せよ。５，病者のために法を説き，心を歓喜せしめるよう努めよ」（『四分律』41）
　また仏典には次のように説かれている。
「あるとき老いたる摩訶迦葉が重い病気になり苦しんでいた。そこで世尊は彼を見舞い『迦葉よ。具合はどうかね。私が正しく説いた念・擇法・精進・喜・軽安・定・捨の七覚支を修習すれば證知・等覚・涅槃に役立つ』と説き慰められた。迦葉は歓喜して七覚支を修習して病より回復した」（『相応部経典』46「病」抄意訳筆者）

　さらに釈尊は，禅定によって自我や肉体の構成要素（五蘊）はすべて「無常・苦・無我」なることを観じ，我見我執我欲を離れ，心を健康に保つことによって，苦痛を受けても苦痛に縛られ捕らわれることなく病苦を解脱することを説いている。（『相応部経典』35「病」36「箭」）
実際釈尊は最後の旅において食あたりによるすさまじい下痢によって衰弱し亡くなったが，禅定によって苦痛に耐え従容として死を受け入れたのであった（『大般涅槃経』）。釈尊は不治の病の床にある弟子を見舞って次のように説かれている。
「ナクラピター居士は世尊に言った。『大徳よ，私は年を取り老い衰えてあちこち痛み病気がちです。どうか私を教え導き長夜に安楽を得させてください』と，世尊は彼に言われた。『居士よ，汝の身は老い衰え病んでいる。いまさら無病は望めまい。この故に居士よ，かくのごとく修すべし。私は，身体は病気になっても，心まで病気にはなるまい』と」（『相応部経典』22「ナクラピター品」）
　「普通の人々は病気になったとき苦痛を感受して悩み嘆き悲しみ悶え心も狂乱する。彼らは身体の苦しみと心の苦しみと二重の苦しみを感受して，あたかも第一の矢で射られたうえにさらに第二の矢で射られたようなものである。しかし私の教えを聞いた弟子たちは身体における苦痛は感受しても心には感受することはない。それはあたかも第一の矢は受けても第二の矢は受けなかったようなものである。そのわけは私の弟子たちは苦の生起と滅尽，苦を克服する道（四つの真理と八正道）を知っており，苦によって支配束縛されることはないからである。」（『相応部経典』36-6「矢」抄意訳筆者）
この釈尊の言葉は，現代でも不治の病に犯された病者やもはや治療の方法の無い末期の患者，さらには人生の黄昏を生きる高齢者にとって大いに参考になるであろう。高齢期に入り身体は老い衰えても心まで老い込むことがないように心がけなければならない。まして年齢と身体は若いが心は老化しているというようなことはあってはならない。また介護ないし看護する者の対象者への対応の心得としても大切なことである。

現在看護においてターミナル・ケア（終末期看護）が重視されるようになったが，介護においても施設や家庭で臨終を迎える高齢者が増加すると予想されるので，終末期の介護のあり方について心構えと方法を身につけておくことが必要であろう。とくに死を身近に感じ不安にさらされがちな高齢者を相手にする介護者は死や死に行く者の心についての理解が不可欠である。介護福祉士養成教育における「死に関する教育」が重要である。その際後世の仏教の様々の「臨終行儀」（良忠『看病御用心』，可円『臨終用心』等）が参考になるであろう。
　仏典には介護や看護を受ける病者の心得も記されている。介護においても被介護者や介護サービスの利用者にとっても参考になるであろう。『摩訶僧祇律』には「病人の守るべき五法と，してはならない九法」が述べられている。それらをまとめて挙げると次の通りである。（抄意訳筆者）
「病気に合った薬や食べ物をとる。看病人の言葉に従う。病気の状態を正しく知る。苦痛をよく忍耐する。」
「怠けて智慧を求めることをしない。病気によくないと知りながら悪い物を食べる。寿命に限りのあることを知ろうとしない。食べたものが消化しないうちにさらに食べる。食べ物を吐き出す。我を張り，出すべきものも出さない。」　

介護者やヘルパーの言葉に従わないどころか，逆に自分の要求に従わせ，家政婦か使用人のように使おうとする利用者もいる。被介護者や利用者の心得を知らせ教育し自覚を持たせることも大切な介護事業の役割であろう。
介護の実践においては特に被介護者との対話，コミュニケーションが重要であるが，その際，人類の教師と呼ばれた釈尊の問答による教育法，釈尊と弟子たち・釈尊と悩める信者たちとの応答・対話，コミュニケーションの有様には，われわれが学び参考にすべき点が非常に多い。釈尊は優秀なカウンセラーであったということができよう。釈尊の教説はカウンセリングの範例として研究され，仏教カウンセリングとして一分野をなしている。
古代インドにおいて統一国家建設を成し遂げたマウリヤ王朝第3代の国王アショーカ王（阿育王，BC268-232）は，悲惨な征服戦争を反省し，政治の基本に仏教を置き，法治を行い殺生を禁じ，井泉を掘削し人や家畜の為の療養院を作るなど社会事業を行い，また全インドに八万四千の仏舎利塔を建立した。

中国においても福田思想に基づき悲田院設立など数々の仏教社会事業が行われた。本稿においては特に我が国における仏教福祉事業について述べたい。
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